
参考資料3-2

◆朝来市ブラックリスト⼀次候補種 カテゴリー別種数

◆朝来市ブラックリスト⼀次候補種（哺乳類）

1990
年代

2000
年代

2010
年代

2020
年代

年代
不明

外来
⽣物法

⽣態系
被害ﾘｽﾄ

兵庫県BL
2010追加

外来種
ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

1 ネズミ⽬（齧⻭⽬） リス科 クリハラリス Callosciurus erythraeus 警戒が必要な種 特定外来 国外-緊急 Y 国外
2 ネズミ科 ハツカネズミ Mus musculus 対策の検討が必要な種 ○ 国外-重点 Z 国外
3 クマネズミ Rattus rattus 対策の検討が必要な種 ○ 国外-緊急 Z 国外
4 ヌートリア科 ヌートリア Myocastor coypus 対策の検討が必要な種 ○ ○ 特定外来 国外-緊急 Z 国外
5 ネコ⽬（⾷⾁⽬） アライグマ科 アライグマ Procyon lotor 対策の検討が必要な種 ○ ○ 特定外来 国外-緊急 Z 国外
6 イタチ科 シベリアイタチ Mustela sibirica 対策の検討が必要な種 ○ 国内-その他 Z 国外
7 ジャコウネコ科 ハクビシン Paguma larvata 対策の検討が必要な種 ○ 国外-重点 Z 国外
- 2⽬ 6科 7種 - 7種 0種 1種 0種 1種 6種 3種 7種 7種 7種 -

注1） 種名および配列は原則として、「河川⽔辺の国勢調査のための⽣物リスト 令和7年度⽣物リスト」（河川環境データベース 国⼟交通省、2025年）に準拠した。

外来種選定基準
全種リストへの採⽤
に関する留意事項

No. ⽬名 科名 種名（和名） 学名
確認年代

カテゴリー案

対策の検討が必要な種 警戒が必要な種 計
哺乳類 6 1 7
⿃類 2 − 2
爬⾍類 2 1 3
両⽣類 1 2 3
⿂類 5 1 6
昆⾍類 − 6 6
⾙類 1 1 2
植物 21 11 32

計 38 23 61

分類群
ブラックリスト（⼀次候補種）



◆朝来市ブラックリスト⼀次候補種（⿃類）

1 スズメ⽬ ソウシチョウ科 ソウシチョウ Leiothrix lutea 対策の検討が必要な種 ○ ○ 特定外来 外総重 Z ○
2 ムクドリ科 ハッカチョウ Acridotheres cristatellus 対策の検討が必要な種 ○ Y ○

- 1⽬ 2科 2種 - 2種 0種 0種 0種 0種 0種 0種 0種 1種 2種 1種 1種 2種 2種
注1） 種名及び配列は、原則として「⽇本⿃類録改定第8版」（⽇本⿃学会、2023年)に準拠した。

全種リストへの採⽤に関する留意事項外来
⽣物法

⽣態系
被害ﾘｽﾄ

兵庫県BL
2010追加

外来種
ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

外来種選定基準
1970
年代

1980
年代

No. ⽬名 科名 種名（和名） 学名 カテゴリー案
確認年代

1940
年代

1960
年代

1990
年代

2000
年代

2010
年代

2020
年代

年代
不明



◆朝来市ブラックリスト⼀次候補種（爬⾍類）

1990
年代

2010
年代

2020
年代

年代
不明

外来
⽣物法

⽣態系
被害ﾘｽﾄ

兵庫県BL
2010追加

外来種
ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

1 カメ⽬ イシガメ科 クサガメ Mauremys reevesii 対策の検討が必要な種 ○ ○ ○ Y 国外
2 ヌマガメ科 ミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegans 対策の検討が必要な種 ○ ○ 条件特定 国外-緊急 Z 国外
3 カミツキガメ科 カミツキガメ Chelydra serpentina 警戒が必要な種 特定 国外-緊急 Z 国外
- 1⽬ 3科 3種 - 3種 0種 1種 2種 2種 2種 2種 3種 3種

注1） 種名および配列は原則として、「河川⽔辺の国勢調査のための⽣物リスト 令和7年度⽣物リスト」（河川環境データベース 国⼟交通省、2025年）に準拠した。

外来種選定基準
カテゴリー案No. ⽬名 科名 種名（和名） 学名

確認年代



◆朝来市ブラックリスト⼀次候補種（両⽣類）

1990
年代

2000
年代

2010
年代

2020
年代

年代
不明

外来
⽣物法

⽣態系
被害ﾘｽﾄ

兵庫県BL
2010追加

外来種
ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

1 有尾⽬ オオサンショウウオ科 チュウゴクオオサンショウウオ（広義） 警戒が必要な種 特定外来 国外-重点 Z
2 オオサンショウウオ交雑個体 警戒が必要な種 特定外来 国外-重点 Z
3 無尾⽬ アカガエル科 ウシガエル Lithobates catesbeianus 対策の検討が必要な種 ○ 特定外来 国外-重点 Z 国外
- 2⽬ 2科 3種 - 3種 0種 0種 0種 1種 0種 3種 3種 3種 1種 -

注1） 種名および配列は原則として、「河川⽔辺の国勢調査のための⽣物リスト 令和7年度⽣物リスト」（河川環境データベース 国⼟交通省、2025年）に準拠した。
注2） ⾷⽤として輸⼊されたチュウゴクオオサンショウウオが京都府の鴨川⽔系を中⼼に野⽣化して広がるとともに、在来種であるオオサンショウウオへの遺伝浸透が進み、現在では京都府下で純粋な在来種の個体を⾒つけるのが困難な状態になっている。

※R6.7.1より、特定外来⽣物に指定
出典：「ひょうごの環境」[R6.7.1（両⽣類）オオサンショウウオ属の全種(ただし、在来種のオオサンショウウオを除く)及びオオサンショウウオ属に属する種間の交雑により⽣じた⽣物 ※変更]
   （http://www.kankyo.pref.hyogo.lg.jp/jp/environment/leg_240/leg_290）

外来種選定基準
全種リストへの採⽤
に関する留意事項

カテゴリー案No. ⽬名 科名 種名（和名） 学名
確認年代



◆朝来市ブラックリスト⼀次候補種（⿂類）

1960
年代

1970
年代

1980
年代

1990
年代

2000
年代

2010
年代

2020
年代

年代
不明

⽂化財
種の
保存法

環境省
RL2020

兵庫県
RL2017

外来
⽣物法

⽣態系
被害ﾘｽﾄ

兵庫県BL
2010追加

1 コイ⽬ コイ科 コイ（型不明） Cyprinus carpio 対策の検討が必要な種 ○ ○ ○ ○ Y
2 サケ⽬ サケ科 サツキマス（アマゴ） Oncorhynchus masou ishikawae 対策の検討が必要な種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT 要調査 Y
3 カダヤシ⽬ カダヤシ科 カダヤシ Gambusia affinis 対策の検討が必要な種 ○ 特定外来 外重 Y
4 スズキ⽬ サンフィッシュ科 ブルーギル Lepomis macrochirus macrochirus 対策の検討が必要な種 ○ 特定外来 国外-緊急 Z
5 オオクチバス Micropterus salmoides 対策の検討が必要な種 ○ ○ ○ ○ ○ 特定外来 国外-緊急 Z
6 コクチバス Micropterus dolomieu dolomieu 警戒が必要な種 特定外来 国外-緊急 Y
- 4⽬ 4科 6種 - 5種 1種 2種 1種 3種 3種 2種 1種 2種 0種 0種 1種 1種 4種 4種 6種

学名No. ⽬名 科名 種名（和名）
確認年代 重要種選定基準 外来種選定基準

カテゴリー案



◆朝来市ブラックリスト⼀次候補種（昆⾍類）

1900
年代

1930
年代

1940
年代

1950
年代

1960
年代

1970
年代

1980
年代

1990
年代

2000
年代

2010
年代

2020
年代

年代
不明

外来
⽣物法

⽣態系
被害ﾘｽﾄ

兵庫県BL
2010追加

外来種
ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

1 チョウ⽬（鱗翅⽬） タテハチョウ科 アカボシゴマダラ  Hestina assimilis assimilis 警戒が必要な種 特定 総合対策・重点対策 Y
2 コウチュウ⽬（鞘翅⽬） カミキリムシ科 ツヤハダゴマダラカミキリ Anoplophora glabripennis 警戒が必要な種 特定 Z
3 クビアカツヤカミキリ Aromia bungii 警戒が必要な種 特定 総合対策・その他 Z
4 ハチ⽬（膜翅⽬） アリ科 アルゼンチンアリ Linepithema humile 警戒が必要な種 特定 総合対策・緊急対策 Z 外来種
5 ヒアリ Solenopsis invicta 警戒が必要な種 特定 定着予防・侵⼊予防 Y
6 ミツバチ科 セイヨウオオマルハナバチ Bombus terrestris 警戒が必要な種 特定 産業管理 Z 外来種
- 3⽬ 4科 6種 - 6種 0種 0種 0種 0種 0種 0種 0種 0種 0種 0種 0種 0種 6種 5種 6種 2種

注1） 種名および配列は原則として、「河川⽔辺の国勢調査のための⽣物リスト 令和7年度⽣物リスト」（河川環境データベース 国⼟交通省、2025年）に準拠した。

外来種選定基準
カテゴリー案No. ⽬名 科名 種名（和名） 学名

確認年代



◆朝来市ブラックリスト⼀次候補種（⾙類）

1980
年代

1990
年代

2000
年代

2010
年代

2020
年代

年代
不明

外来
⽣物法

⽣態系
被害ﾘｽﾄ

兵庫県BL
2010追加

外来種
ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

1 ⽔棲⾙類 イガイ⽬ イガイ科 カワヒバリガイ Limnoperna fortunei 警戒が必要な種 特定外来 Y 国外・緊急
2 陸産⾙類 柄眼⽬ コウラナメクジ科 チャコウラナメクジ Limax marginatus 対策の検討が必要な種 ○ ○ Y 国外
- 2分類 2⽬ 2科 2種 - 2種 0種 0種 0種 0種 1種 1種 1種 0種 2種 2種

注1）

No. 分類 ⽬名 科名 種名（和名）

種名および配列は原則として、⽔棲⾙類は「河川⽔辺の国勢調査のための⽣物リスト 令和7年度⽣物リスト」（河川環境データベース 国⼟交通省、2025年）に、陸産⾙類は「種の多様性調査（動物分布調査）対象種⼀覧 陸産⾙類」（環
境省、2002年）準拠した。

確認年代 外来種選定基準
カテゴリー案学名



◆朝来市ブラックリスト⼀次候補種（植物）

1900
年代

1910
年代

1920
年代

1930
年代

1940
年代

1950
年代

1960
年代

1970
年代

1980
年代

1990
年代

2000
年代

2010
年代

2020
年代

年代
不明

外来
⽣物法

⽣態系
被害ﾘｽﾄ

兵庫県BL
2010追加

外来種
ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

1 シダ植物 サンショウモ科
アゾラ・クリスタータ
（アメリカオオアカウキクサ）

Azolla cristata 警戒が必要な種 特定 Z

2 単⼦葉類 サトイモ科 ボタンウキクサ Pistia stratiotes 警戒が必要な種 特定 外-総合 Z W100
3 トチカガミ科 オオカナダモ Egeria densa 対策の検討が必要な種 ○ ○ 外-総合 Z W100
4 コカナダモ Elodea nuttallii 対策の検討が必要な種 ○ ○ 外-総合 Y W100
5 アヤメ科 キショウブ Iris pseudacorus 対策の検討が必要な種 ○ 外-総合 Y W100
6 ミズアオイ科 ホテイアオイ Eichhornia crassipes 対策の検討が必要な種 ○ 外-総合 Z W100
7 イネ科 メリケンカルカヤ Andropogon virginicus 対策の検討が必要な種 ○ ○ ○ 外-総合 Y 国外
8 ハルガヤ Anthoxanthum odoratum 対策の検討が必要な種 ○ ○ ○ ○ 外-総合 Y 国外
9 カモガヤ Dactylis glomerata 対策の検討が必要な種 ○ ○ ○ 外-産業 Z W100
10 シナダレスズメガヤ Eragrostis curvula 対策の検討が必要な種 ○ ○ ○ 外-総合 Z W100
11 モウソウチク Phyllostachys edulis 対策の検討が必要な種 ○ ○ ○ 外-産業 Y 国外
12 真正双⼦葉類 アリノトウグサ科 オオフサモ Myriophyllum aquaticum 警戒が必要な種 特定 外-総合 Z W100
13 マメ科 イタチハギ Amorpha fruticosa 対策の検討が必要な種 ○ ○ ○ 外-総合 Z W100
14 ハリエンジュ Robinia pseudoacacia 対策の検討が必要な種 ○ 外-産業 Z W100
15 バラ科 タチバナモドキ Pyracantha angustifolia 対策の検討が必要な種 ○ ○ 外-総合 Y 国外 植栽
16 ウリ科 アレチウリ Sicyos angulatus 対策の検討が必要な種 ○ 特定 外-総合 Z W100
17 アカバナ科 オオバナミズキンバイ Ludwigia grandiflora ssp. grandiflora 警戒が必要な種 特定 外-総合 Z
18 ニガキ科 ニワウルシ Ailanthus altissima 対策の検討が必要な種 ○ ○ 外-総合 Y 国外
19 ヒユ科 ナガエツルノゲイトウ Alternanthera philoxeroides 警戒が必要な種 特定 外-総合 Z 国外
20 モクセイ科 トウネズミモチ Ligustrum lucidum 対策の検討が必要な種 ○ ○ 外-総合 Z 国外
21 オオバコ科 オオカワヂシャ Veronica anagallis-aquatica 警戒が必要な種 特定 外-総合 Z 国外
22 タヌキモ科 エフクレタヌキモ Utricularia cf. platensis 警戒が必要な種 特定 外-総合 Z 国外
23 クマツヅラ科 アレチハナガサ Verbena brasiliensis 対策の検討が必要な種 ○ 外-総合 Y 国外
24 キク科 オオブタクサ Ambrosia trifida 対策の検討が必要な種 ○ ○ ○ 外-総合 Z W100
25 オオキンケイギク Coreopsis lanceolata 対策の検討が必要な種 ○ 特定 外-総合 Z W100
26 ミズヒマワリ Gymnocoronis spilanthoides 警戒が必要な種 特定 外-総合 Z
27 キクイモ Helianthus tuberosus 対策の検討が必要な種 ○ Y 国外
28 オオハンゴンソウ Rudbeckia laciniata 警戒が必要な種 特定 外-総合 Z 国外
29 ナルトサワギク Senecio madagascariensis 警戒が必要な種 特定 外-総合 Z 国外
30 セイタカアワダチソウ Solidago altissima 対策の検討が必要な種 ○ ○ 外-総合 Y W100
31 オオオナモミ Xanthium occidentale 対策の検討が必要な種 ○ 外-総合 Y W100
32 ウコギ科 ブラジルチドメグサ Hydrocotyle ranunculoides 警戒が必要な種 特定 外-総合 Z
- 3分類 19科 32種 - 32種 0種 0種 1種 1種 0種 1種 0種 0種 1種 6種 1種 11種 11種 9種 13種 30種 32種 28種 -

注1） 種名および配列は原則として、「河川⽔辺の国勢調査のための⽣物リスト 令和7年度⽣物リスト」（河川環境データベース 国⼟交通省、2025年）に準拠した。

外来種選定基準
全種リストへの採⽤
に関する留意事項

カテゴリー案No. 分類名 科名 種名（和名） 学名
確認年代
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